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動を分散分
析法によって同様に分析すると,信 頼 性 係
数 rは被検者









あり被検者 A では平均2.76%, 被検者 Bでは平均5.34%,被検者 Cでは平均2.69%, 被験者
Dでは平均3.20%,被検者 Eでは平均3.0
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れた (図2)｡これを被検者 A,B,C,D,E 個別
にみると,相関係数はそれぞれ0.916,0.515,














































































































ミル歩行を利用したもの が多 いが, Murray
ら23),Ralstonら24)は平地歩行とトレッドミル
歩行の有意差がなかったと報告 している｡
平地で歩行研究を行った筆者らもまた,歩調
と歩行速度,歩調と下肢長に対する歩幅の割合
との問に危険率0.1%で高い相関を認め (図1,
図2),一次直線関係を得,歩譜から歩行速度
を推側する実験式を導くことができた｡また,
メトロノームに合わせた平地歩行中の歩調一歩
行速度関係及び歩調一下肢長に対する歩幅の割
合関係を健常者で標準化することで,患者の歩
行能力を評価する方法の可能性が示された｡た
だしこれらの実験式の利用範囲については,先
に述べたように歩諏60-140あるいは150程度ま
でが適当であろう｡
Mizrahiら4) は歩行速度,歩幅,両脚支持
時間等は臨床での歩行機能評価の指標として重
要であることを強調し, Andriacchiら5) は健
常者と膝疾患者の歩行を比較し,正常歩行及び
異常歩行の特徴を正確に把握し定量化するため
には多くの指標問の相互関係を考慮する必要が
あり,その指標として歩行速度,歩調,遊脚相
時間,立脚相時間及び,床反力を用いることが
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適当であると述べている｡窪田ら6) もまた同様
の観点から脳卒中片麻樺の歩行効率を推定 して
いる｡
このように リハビリテーションの臨床で患者
の歩行能力を測定評価 し,機能訓練の効果を判
定するためにはいくつかのパラメーターが必要
で,少なくとも歩行速度,歩調,下肢長に対す
る歩幅の割合の三つを指標とし,これらの相互
関係を分析することが重要である｡
I)ハビリテーションを受ける患者の歩行能力
は低いことが多いため,高度のバランス維持能
力が要求される トレッドミル歩行よりも平地で
の歩行において歩行能力を定量化する方法が妥
当であり,メ トロノームによる一定歩調に合わ
せた歩行での歩行指標を健常者で標準化 し,こ
れをもとに解析を試みることが提案される｡
要 約
5名の健常者に対 して平地歩行時の歩調を1
分間当り60,80,100及び120に指定 して,歩行
速度の再現性について検討した｡変異係数及び
信頼性係数はそれぞれ3.40%,㍗-0.991とな
り,非常に高い再現性が確認された｡また,歩
調と歩行速度,歩調と下肢長に対する歩幅の割
合との間に正比例関係を認め,それぞれ危険率
0.1%で回帰直線が得 られた｡
これらより,本方法は歩行訓練法及び歩行機
能評価の指標として臨床応用が可能である｡
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